
 

 

議会運営委員会 

教育厚生常任委員会 

片岡副議長      臼杵議長 

8 月 2 日の初議会において、琴平

町議会も新体制でスタートいたしま

した。議員数は１０名ですが、町民

から信頼される議会をめざして、努

力する覚悟でありますので、深いご

理解とご協力を心からお願い申し上

げます。 

琴平町議会議長 臼杵 善弘 
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第４号 



 

 

平成２２年度 

決算質疑 

 

今
後
は
、
財
政
状
態
や
児

童
数
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
骨
子
案
を
再
検
討
し

て
、
改
め
て
３
小
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
提
案
し
、
ハ
ー

ド
面
も
含
め
て
総
合
的
に

十
分
検
討
し
て
慎
重
に
動

き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。 

 

答
弁 

決算  

琴平町議会だより 第4号   －２－   

平成 22 年度 各会計別決算額            （金額は、万円未満を切り捨てて表示） 
会   計   名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 実質単年度収支額 

一 般 会 計 47 億 3,250 万円 45 億 0,391 万円 7,941 万円 

特 
 

別 
 

会 
 

計 

学 校 給 食 4,217 万円 4,215 万円 

老 人 保 健 149 万円 149 万円 

国 民 健 康 保 険 12 億 8,671 万円 12 億 3,635 万円 

下 水 道 3 億 4,850 万円 3 億 4,432 万円 

駐 車 場 2,273 万円 1,987 万円 

介 護 保 険 10 億 0,535 万円 9 億 9,127 万円 

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 4,312 万円 1 億 3,925 万円 

合    計  75 億 8,262 万円 72 億 7,866 万円 
        

会  計  名 収   入 支   出 当年度純利益 

水 道 事 業 
会   計 

収 益 的 収 支 3 億 2,191 万円 3 億 1,427 万円 565 万円 

資 本 的 収 支 1,361 万円 1 億 3,786 万円  

 平成２２年度に

おける実質的な収

支の指標です。 

 国からの交付金

などの大幅増額に

より、６年ぶりに

黒字となりました。 

片岡 英樹 

籔内伊佐子 

渡辺 信枝 

今田 勝幸 

眞鍋 籌男 

委員長  

副委員長 

委員 

決算審査特別委員会 
 平成 22 年度 各会計別決算(案)の審査のため、決算審査特

別委員会が設置され、9 月議会中の 9 日・12 日・13 日の

3 日間開催し、審議いたしました。 

 委員会では、町役場が議決した予算の趣旨と目的に従って

適正に、そして効率的に執行されたかどうか。それによって

どのように行政効果が発揮できたかなどを、視点に審議いた

しました。採決の結果、すべて認定といたしました。 

 各委員からの質疑の一部を報告いたします。 

数
年
前
に
検
討
さ
れ
た

「
小
学
校
統
合
問
題
」
に

つ
い
て
、
結
果
、
琴
小
榎
小

の
２
校
統
合
案
は
白
紙
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
10

年
後

に
は
３
小
学
校
の
統
合
を

目
指
す
案
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
の
教
育
委
員
会
の

方
針
・
考
え
を
示
せ
。 

  

片
岡 

英
樹 

委
員
長 

小
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て 



 

 

決算   

琴平町議会だより 第4号   －３－   

 

保
健
師
や
保
育
士

な
ど
、
嘱
託
職
員
を
多

く
雇
用
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
所
に
は

責
任
を
明
確
化
さ
す

た
め
に
も
嘱
託
で
な

く
正
規
職
員
と
し
て

雇
用
す
べ
き
で
な
い

か
。 

 
渡
辺 

信
枝 

委
員 

答
弁 

職
員
の
雇
用
に
つ
い
て 

 

人
権
問
題
啓
発
推
進
事
業
は
、
人
権
同
和
問
題
の

早
期
解
決
に
向
け
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
基
本
方
針

を
推
進
し
、
各
種
団
体
へ
の
研
修
等
を
行
う
。 

 

生
活
職
業
相
談
の
内
容
は
生
活
状
態
の
調
査
、
生
活
管
理
の
相

談
、
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
、
就
労
の
斡

旋
及
び
助
言
を
行
っ
て
い
る
。 

 

 

か
ね
て
よ
り
同
和
行
政

の
廃
止
終
結
を
求
め
て
い

る
立
場
か
ら
、
人
権
問
題
啓

発
推
進
事
業
と
生
活
職
業

相
談
内
容
を
質
問
。  

今
田 

勝
幸 

委
員 

答
弁 

同
和
行
政
の
生
活
職
業
相
談
事
業
に
つ
い
て 

 

北
野
町
の
町
営
住
宅
使

用
料
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ

た
っ
て
家
賃
等
を
滞
納
し

て
い
る
悪
質
滞
納
者
は
、
保

証
人
も
と
っ
て
い
る
の
に
、

徴
収
が
出
来
て
い
な
い
の

は
、
町
の
徴
収
体
制
が
甘
い

の
で
は
な
い
か
？  

 

 

悪
質
滞
納
者
の
未
収

金
に
つ
い
て
は
、
強
制

執
行
も
考
え
お
り
、
法

的
措
置
を
と
っ
て
で
も

執
行
す
る
。 

眞
鍋 

籌
男 

委
員 

答
弁 

町
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て 

 

水
道
事
業
の
企
業
債
（
借
金
）
に
つ
い

て
、
事
業
当
初
に
借
り
た
高
い
利
息
の

財
政
融
資
資
金
の
借
換
え
に
つ
い
て

行
っ
て
い
る
の
か
。  

 

９
月
に
借
換
え
（
繰

り
上
げ
償
還
）
の
申
請

を
行
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
借
換
え
が
承

認
さ
れ
れ
ば
、
経
営
上

の
効
果
が
大
き
く
、
約

１
，
６
０
０
万
円
の
効

果
を
見
込
ん
で
い
る
。 

籔
内 

伊
佐
子 

副
委
員
長 

答
弁 

水
道
事
業
に
つ
い
て 

 

職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、

配
置
の
年
齢
層
も
考
え
な

が
ら
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
で

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。 

今
後
、 

財
政
状
況
等
も
考
慮

し
て
採
用
し
て
い
き
た
い
。 



 

 

一般質問   

琴平町議会だより 第4号   －４－   

 

眞鍋 籌男 議員 

小
野
町
長
の 

報
酬
を
減
額
せ
よ
!! 

現
在
、
善
通
寺
市
長
一
ヶ

月
の
報
酬
は
67
万
２
千
円
、
坂
出
市

長
は
70
万
８
千
円
、
宇
多
津
町
長
は

２
年
間
無
報
酬
と
申
し
出
た
が
議
会

の
了
解
を
得
ら
れ
ず
、
２
年
間
は
半

額
に
し
て
い
る
。
小
野
町
長
は
な
ん

と
75
万
円
で
あ
る
。
善
通
寺
市
や
坂

出
市
と
比
べ
て
人
口
、
面
積
、
行
事
等

か
ら
い
っ
て
も
琴
平
町
長
の
方
が
多

い
の
を
住
民
は
何
と
思
う
か
？ 

 

私
は
、
町
長
選
出
馬
に
際
し
て
、
報

酬
、
ボ
ー
ナ
ス
30
％
カ
ッ
ト
、
退
職

金
は
全
額
返
納
を
公
約
し
て
い
た
。

自
ら
血
を
流
さ
な
く
て
は
行
革
な
ど

出
来
る
は
ず
が
な
い
、
と
判
断
し
た

か
ら
で
あ
る
。
小
野
町
長
は
、
善
通
寺

市
長
や
坂
出
市
長
よ
り
報
酬
が
高
い

こ
と
に
つ
い
て
何
と
思
っ
て
い
る
の

か
？ 

町
長
報
酬
に
関
し
て
は
、

一
貫
し
て
客
観
的
な
視
点
で
適
正
額

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
、
一
つ
の
判
断
基
準
と
し
て

財
政
状
況
等
が
あ
る
。（
決
算
で
も
分

か
る
よ
う
に
財
政
状
況
は
こ
の
一
年

で
改
善
さ
れ
て
い
る
。
） 

 

ち
な
み
に
、
県
内
８
市
９
町
の
市
・

町
長
の
報
酬
を
比
較
す
れ
ば
、
例
外

的
な
宇
多
津
町
を
除
い
て
下
か
ら
５

番
目
、
上
か
ら
12
番
目
で
あ
る
。 

 

と
は
い
え
、
議
員
報
酬
と
同
様
、
前

回
の
改
定
か
ら
６
年
が
経
過
し
て
お

り
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

近
く
ま
と
め
る
新
・
琴
平
町
行
財
政

改
革
実
施
計
画
に
お
い
て
町
長
の
報

酬
を
決
め
る
特
別
職
等
報
酬
審
議
会

に
諮
問
し
適
正
額
を
示
し
た
い
。 

質
問 

答
弁 

琴
平
町
に
は
町
内
18

箇

所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
観
光
の
玄
関
口
の
Ｊ
Ｒ
琴
平
駅

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
な
い
な
ん
て
、
観
光
の

町
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
、
榎
井
小
学
校
と
象
郷
小

学
校
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
琴
平
小
学

校
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
の
中
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
に
何
か
あ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
適
切
な
設

置
場
所
の
確
認
。
見
直
し
。
そ
し
て
必

要
な
所
へ
の
設
置
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
町
民
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場

所
を
知
り
ま
せ
ん
。
周
知
や
講
習
会

を
し
て
ほ
し
い
。 

質
問 

現
在
、
町
内
に
は
官
民
合

わ
せ
て
18

箇
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
、
管
理
者
に
よ
る
使
い
方
講
習

会
を
行
っ
て
い
る
。
仲
多
度
南
部
消

防
組
合
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
今
年
に

入
っ
て
７
回
開
催
し
て
い
る
そ
う
で

す
。 町

と
し
て
は
、
11
月
19
日
に
行
う

防
災
訓
練
で
講
習
会
を
実
施
す
る
の

で
大
勢
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
全
町
的
な
分
布

状
況
等
を
調
査
し
、
施
設
の
管
理
者

と
協
議
し
て
必
要
に
応
じ
て
対
応
を

講
じ
た
い
。 

設
置
場
所
に
関
し
て
は
以
前
に

も
周
知
し
て
い
る
が
、
再
度
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

答
弁  

渡辺 信枝 議員 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を 

 

推
進
せ
よ
!! 



 

 

一般質問   

琴平町議会だより 第4号   －５－   

当
初
に
審
議
を
し
て
い
た

資
料
と
別
の
報
告
書
が
後
日
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
本
来
、
温
泉
総
量
は
温
泉

湧
出
量
プ
ラ
ス
水
道
水
で
あ
る
も
の

が
、
温
泉
総
量
は
当
初
か
ら
メ
ー

タ
ー
が
故
障
し
て
い
た
と
し
、
給
湯

先
の
湯
量
の
合
計
か
ら
加
水
量
を
引

い
た
も
の
で
あ
る
。
配
湯
開
始
の
４

月
は
ヴ
ィ
ス
ポ
か
ら
の
水
道
水
を
注

入
。
５
月
も
メ
ー
タ
ー
を
月
後
半
に

つ
け
、
加
水
量
を
標
記
し
て
お
り
、
４

月
５
月
の
温
泉
水
日
量
約
50

ｔ
の

報
告
は
間
違
っ
て
い
る
。 

 

平
成
20

年
度
の
水
道
総
量
は
二

つ
の
報
告
書
で
差
が
あ
り
当
初
の
も

の
だ
と
１
，
５
０
０
ｔ
の
温
泉
水
が

少
な
い
訳
で
あ
る
。

初
に
提
出
さ

れ
た
資
料
の
デ
ー

タ
の
根
拠
を
示
せ
。 

質
問 

温
泉
水
へ
の
加
水
に
関

す
る
資
料
は
、
ご
指
摘
の
通
り
供
給

先
へ
の
供
給
総
量
か
ら
水
道
水
を
引

い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

当
初
使
っ
て
い
た
資
料
は
、
事
実

が
発
覚
し
た
当
初
に
お
い
て
内
部
で

事
実
確
認
を
す
る
た
め
に
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
デ
ー

タ
に
誤
記
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。 

 

そ
こ
で
再
度
正
確
な
水
道
使
用
量

を
も
と
に
算
出
し
た
資
料
を
作
成

し
、
後
日
議
会
に
提
出
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。 

 

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
と
５
月
半

ば
ま
で
の
水
道
使
用
量
に
関
し
て

は
、
専
用
メ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
数
値
で
表
す
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
今
後
資
料
に

明
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。  

答
弁  

山神  猛 議員 

平
成
20
年
度
の
温
泉
量
の 

報
告
書
の
根
拠
を
示
せ

!! 
８
月
25

日
に
子
ど
も
議

会
が
開
催
さ
れ
、
８
名
の
児
童
・
生
徒

が
将
来
の
琴
平
町
へ
の
色
々
な
思
い

を
語
り
、
ま
た
第
４
次
琴
平
町
総
合

計
画
を
実
現
す
る
た
め
必
要
な
提

案
・
要
望
が
数
多
く
あ
っ
た
。 

高
額
の
予
算
を
必
要
と
す
る
部

分
も
あ
っ
た
が
、
少
な
い
予
算
で
地

域
の
皆
さ
ん
で
十
分
や
っ
て
い
け
る

提
案
や
、
観
光
琴
平
町
を
も
っ
と
有

名
に
し
た
い
。
各
イ
ベ
ン
ト
に
協
力

し
た
い
。
特
産
物
を
も
っ
と
有
名
に

し
た
い
。
な
ど
、
将
来
の
琴
平
町
を
担

う
子
供
た
ち
の
夢
を
、
一
つ
で
も
多

く
実
現
す
る
の
が
行
政
・
議
会
の
務

め
だ
と
思
う
。 

町
長
は
、
い
か

が
お
考
え
か
？ 

質
問 

答
弁  

山下 康二 議員 

 
 

 

今
年
の
子
ど
も
議
会
も

前
向
き
な
ご
提
案
を
数
多
く
い
た
だ

い
た
。
発
言
に
自
覚
を
持
ち
自
ら
の

責
任
を
棚
上
げ
せ
ず
、
目
的
を
実
現

す
る
た
め
の
目
標
設
定
や
行
動
を
明

確
に
し
て
お
り
、
町
づ
く
り
に
積
極

的
に
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
議
員

に
住
民
自
治
の
根
幹
を
見
る
よ
う
で

感
銘
を
受
け
た
。 

「
町
を
元
気
に
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
。
」

と
の
申
し
出
に
対
し
て
は
、
関
係
機

関
に
働
き
か
け
是
非
と
も
実
現
し
て

あ
げ
た
い
。 

「
人
に
優
し
く
環
境
に
配
慮
し

た
町
づ
く
り
。
」
に
関
し
て
は
、
実
現

に
向
け
て
一
緒
に
汗
を
か
い
て
く
れ

る
多
く
の
住
民
と
と
も
に
取
り
組
み

た
い
。 

子
ど
も
た
ち
の
提
案
・ 

要
望
の
実
現
に
向
け
て

!! 



 

 

一般質問  

琴平町議会だより 第4号   －６－   

一
昨
年
の
政
権
交
代
に

託
し
た
国
民
の
願
い
を
無
視
、
財
政

直
結
。
高
校
授
業
料
無
償
化
の
見
直

し
や
消
費
税
増
税
を
目
指
す
民
主
党

野
田
内
閣
。
子
ど
も
手
当
て
特
別
措

置
法
は
、
年
少
扶
養
控
除
廃
止
で
実

質
手
取
り
は
大
多
数
が
減
少
す
る
。

町
へ
の
影
響
を
問
う
。 

 

町
営
住
宅
は
、
ク
ロ
ス
が
捲
れ
張

替
え
、
換
気
が
悪
く
カ
ビ
が
生
え
ペ

ン
キ
塗
替
え
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

調
査
し
計
画
的
改
善
を
求
め
る
。 

 

イ
ノ
シ
シ
被
害
と
対
策
を
質
し
、

住
民
と
観
光
客
の
安
全
対
策
を
金
刀

比
羅
宮
と
協
議
す
る
よ
う
提
案
。 

国
民
の
７
割
は
、
原
発
か
ら
撤
退

し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
を
求
め

て
い
る
。
町
政
に
積
極
推
進
を
求
め
、

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
助
成
を
要
求
。 

 

今田 勝幸 議員 

子
ど
も
手
当
特
別
措
置

法
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
国
、
地

方
、
事
業
主
が
費
用
を
負
担
し
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
全
額
国
庫
負
担
と
し

て
い
る
。
今
後
は
地
方
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
地
方
６
団
体
等
と
十
分

協
議
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
た
い
。 

 

町
営
住
宅
の
改
修
は
、
団
地
ご
と

に
入
居
者
総
意
の
要
望
を
お
聞
き

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
優
先
順
位
を

つ
け
対
応
し
た
い
。 

 

イ
ノ
シ
シ
等
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
回
覧
で
注
意
喚
起
を
行
い

猟
友
会
の
協
力
を
得
て
箱
罠
や
ノ
リ

網
を
仕
掛
け
た
。
広
範
囲
な
対
策
が

必
要
な
た
め
県
に
も
要
望
を
行
っ

た
。 

 

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
へ
の
助
成

は
、
近
隣
の
実
態
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

た
い
。 

 

答
弁 

質
問 太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置 

 
 

補
助
な
ど
を
要
求

!! 

元
副
町
長
に
よ
る
不
正
借

入
金
事
件
に
つ
い
て
、
町
は
①
裁
判
結

果
を
待
つ
②
町
民
に
負
担
を
か
け
な

い
、
と
い
う
方
針
で
現
在
Ｊ
Ａ
香
川
県

と
裁
判
中
で
あ
る
が
、
私
は
そ
れ
で

は
、
裁
判
が
長
く
な
り
、
早
期
解
決
は

望
め
な
い
と
考
え
る
。
現
実
的
に
考
え

て
、
Ｊ
Ａ
側
と
「
和
解
」
の
道
を
と
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
再
検
討
は

で
き
な
い
か
？ 

「
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷
」
事
業
を
進
め

る
上
で
、
町
民
が
利
用
で
き
る
外
湯
施

設
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
前
町
長

時
代
か
ら
継
続
し
て
い
る
、
内
町
の
敷

島
館
跡
地
に
お
い
て
、
用
地
売
却
先
の

民
間
業
者
に
対
し
、

小
野
町
長
は
早
期
建

設
を
求
め
る
要
請
を

し
て
い
る
の
か
？ 

質
問 

元
副
町
長
に
よ
る
不
正

借
入
金
問
題
は
、
本
町
が
原
告
と
な

り
Ｊ
Ａ
香
川
県
と
の
間
で
係
争
中
で

あ
り
、
全
面
勝
訴
に
向
け
全
力
を
傾

注
し
て
い
る
。 

 

裁
判
所
の
判
断
が
示
さ
れ
た
場
合

は
、
町
民
へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

よ
う
な
解
決
方
法
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

 

町
民
が
利
用
で
き
る
外
湯
施
設
と

旧
敷
島
館
跡
地
に
関
し
て
は
、
い
ず

れ
も
本
町
の
温
泉
事
業
と
関
連
し
て

お
り
、
豊
富
な
泉
源
の
確
保
が
で
き

れ
ば
町
民
が
利
用
で
き
る
外
湯
施
設

を
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

ま
た
、
旧
敷
島
館
跡
地
に
関
し
て

も
地
権
者
の
前
向
き
な
対
応
を
期
待

し
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
た

い
。 

 

片岡 英樹 議員 

答
弁 

不
正
借
入
金
問
題
の 

 
 

早
期
解
決
を
!! 



 

 

委員会報告   

琴平町議会だより 第4号   －７－   

 

行
財
政
改
革
の
推
進

と
、
新
し
い
観
光
対
策

と
、
温
泉
事
業
の
調

査
、
農
業
を
は
じ
め
と

す
る
産
業
振
興
、
建
設

及
び
上
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
調
査
推
進
し
そ
の
結
果
を
議
会

に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

９
月
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
他
３
特
別
会
計
補
正
予
算

案
及
び
琴
平
町
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止

対
策
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
に
つ
い

て
、
審
議
し
た
も
の
で
す
。 

 

教
育
厚
生
常
任
委
員

会
の
付
託
案
件
は
、
教

育
・
福
祉
・
保
健
・
衛

生
に
関
す
る
も
の
。 

９
月
の
常
任
委
員
会
で

は
、
一
般
会
計
予
算
で
22

年
度
の

繰
越
金
と
そ
の
他
の
補
助
金
が
確

定
し
た
も
の
で
す
。
主
な
支
出
に

つ
い
て
は
、
地
域
支
え
あ
い
体
制

づ
く
り
事
業
費
補
助
金
と
し
て
、

地
域
の
要
援
護
者
マ
ッ
プ
の
整

備
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
食
室

の
整
備
。
心
身
障
害
者
施
設
就
労

支
援
事
業
補
助
金
と
し
て
、
ね
む

工
房
へ
の
通
所
者
用
の
車
、
購
入

費
で
す
。 

ま
た
、
県
の
特
例
基
金
と
し

て
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
緊
急
強

化
事
業
補
助
金
を
受
け
、
虐
待
を

早
期
に
発
見
し
て
い
く
た
め
に
各

種
の
相
談
事
業
を
継
続
す
る
も
の

で
す
。 

 

も
っ
と
町
民
の
皆

さ
ん
の
付
託
・
期
待
に
応
え
ら
れ

る
町
議
会
を
め
ざ
し
て
、
議
会
制

度
や
議
員
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
、
町
民
に
開
か
れ
た
よ
り
透

明
性
の
高
い
議
会
運
営
の
確
立
な

ど
を
全
議
員
で
調
査
研
究
す
る
特

別
委
員
会
で
す
。 

 

 

定
例
会
（
３
月
、
６

月
、
９
月
、
12

月
）
ご

と
に
出
さ
れ
た
執
行
部

か
ら
の
提
案
や
町
民
の

皆
様
か
ら
の
要
望
、
ご
意
見
等
の

審
議
を
行
っ
た
内
容
を
議
会
広
報

と
し
て
編
集
、
発
行
を
し
て
お
り

ま
す
。  

渡
辺 

信
枝 

今
田 

勝
幸 

臼
杵 

善
弘 

籔
内
伊
佐
子 

山
神 

 

猛 

委
員
長  

副
委
員
長 

委
員 

教育厚生常任委員会 

籔
内
伊
佐
子 

渡
辺 

信
枝 

片
岡 

英
樹

今
田 

勝
幸 

眞
鍋 

籌
男 

委
員
長  

副
委
員
長 

委
員 

議会広報編集特別委員会

 

人
権
・
同
和
問
題
に

対
す
る
理
解
、
認
識
を

深
め
、
人
権
・
同
和
対

策
の
有
効
な
諸
施
策
の

調
査
を
行
う
も
の
で
本
問
題
に
対

す
る
認
識
と
理
解
を
一
層
深
め
、

総
合
的
に
適
正
・
円
滑
な
諸
施
策

の
推
進
を
は
か
り
解
決
に
向
け
全

力
投
球
す
る
も
の
で
す
。 

 急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
事
業 

 
 

 
 

負
担
金
徴
収
条
例
と
は 

 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
被
害
の
恐
れ

の
あ
る
家
庭
に
つ
い
て
、
移
転
適
地
が
な

く
、
か
つ
工
事
費
が
至
大
で
土
地
の
所
有

者
等
に
お
い
て
崩
壊
防
止
工
事
を
施
工
す

る
こ
と
が
困
難
又
は
不
適
切
と
認
め
ら
れ

る
も
の
で
、
条
例
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

総
事
業
費
の
100

分
の
10

の
額
を
受
益
者
負

担
と
し
て
利
益
を
受
け
る
者
か
ら
徴
収
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

委
員
長  

副
委
員
長

委
員 

山
下 

康
二 

大
西 

久
夫 

臼
杵 

善
弘 

安
川 

 

稔 

山
神 

 

猛 

委
員
長  

副
委
員
長 

委
員 

人権･同和対策特別委員会 

片
岡 

英
樹 

山
神 

 

猛 

安
川 

 

稔 

渡
辺 

信
枝 

大
西 

久
夫 

籔
内
伊
佐
子 

今
田 

勝
幸 

山
下 

康
二 

眞
鍋 

籌
男 

委
員
長  

副
委
員
長 

委
員 

議会改革推進特別委員会 

眞
鍋 

籌
男 

安
川 

 

稔 

大
西 

久
夫 

片
岡 

英
樹 

山
下 

康
二 

委
員
長  

副
委
員
長 

委
員 

総務産業経済常任委員会 



 

 

議会の活動・審議結果  

琴平町議会だより 第4号   －８－   

７
月
４
日   

24
日 

８
月
２
日      

11
日 

９
月
２
日  

６
日    

７
日 

８
日 

９
日 

12
日 

13
日 

14
日 

16
日 

平
成
23
年(

第
３
回)

７
月
臨
時
会 

議
会
運
営
委
員
会 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

琴
平
町
議
会
議
員
選
挙 

平
成
23
年(

第
４
回)

８
月
臨
時
会 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会 

３
小
学
校
耐
震
工
事
視
察 

議
会
運
営
委
員
会 

全
員
協
議
会 

平
成
23
年
９
月
定
例
会
（
第
１
日
） 

議
会
運
営
委
員
会 

全
員
協
議
会 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

平
成
23
年
９
月
定
例
会
（
一
般
質
問
） 

平
成
23
年
９
月
定
例
会
（
最
終
日
） 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

 

議
会
の
活
動 

（
７
月
臨
時
会
以
降
～
９
月
定
例
会
） 

  

議 員 名   

 議 案 名 等   

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
議 

決 

月 

日 

賛 
 

成 

反 
 

対 

議
決
結
果 

臼
杵 

善
弘 

安
川 

 

稔 

渡
辺 

信
枝 

大
西 

久
夫 

籔
内
伊
佐
子 

片
岡 

英
樹 

今
田 

勝
幸 

山
下 

康
二 

眞
鍋 

籌
男 

山
神 

 

猛 

  議長選挙 投票による選挙 8/2 

  副議長選挙 投票による選挙 〃 

  常任委員会の選任 議長指名による選任 〃 

  議会運営委員の選任 議長指名による選任 〃 

  仲多度南部消防組合議会議員の選挙 議長指名推薦 〃 

  香川県後期高齢者医療区域連合議会議員の選挙 議長指名推薦 〃 

  中讃広域行政事務組合議会議員の選挙 議長指名推薦 〃 

決議第 1 号 人権・同和対策特別委員会設置に関する決議 6 3 可 － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 〃 

決議第 2 号 議会広報編集特別委員会設置に関する決議 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

決議第 3 号 議会改革推進特別委員会設置に関する決議 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 1 号 琴平町監査委員（議会選出）の選任について 9 0 同 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

  

議 員 名   

 議 案 名 等   

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
議 

決 

月 

日 

賛 
 

成 

反 
 

対 

議
決
結
果 

山
神 

 

猛 

大
西 

章
史 

渡
辺 

信
枝 

臼
杵 

善
弘 

大
北 

秀
穗 

大
西 

久
夫 

籔
内
伊
佐
子 

今
田 

勝
幸 

山
下 

康
二 

服
部 

 

武 

  琴平町農業委員会選任委員の推薦について 議長指名推薦 当選人 ２名  7/4 

平成２３年（第３回）７月臨時会の議案及び審議結果一覧 

平成２３年（第４回）８月臨時会の議案及び審議結果一覧 



 

 

審議結果   

琴平町議会だより 第4号   －９－   

平成２３年９月定例会の議案及び審議結果一覧 

※認…認定 可…可決 同…同意 ○…賛成 ×…反対 

※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。（議長 議席番号１番） 

  

議 員 名   

 議 案 名 等   

議席番号  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
議 

決 

月 

日 

賛 
 

成 

反 
 

対 

議
決
結
果 

臼
杵 

善
弘 

安
川 

 

稔 

渡
辺 

信
枝 

大
西 

久
夫 

籔
内
伊
佐
子 

片
岡 
英
樹 

今
田 
勝
幸 

山
下 

康
二 

眞
鍋 

籌
男 

山
神 

 

猛 

議案第 1 号 
平成２２年度琴平町一般会計歳入歳出決算の認
定について 

7 2 認 － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 9/16 

議案第 2 号 
平成２２年度琴平町学校給食特別会計歳入歳出
決算の認定について 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 3 号 
平成２２年度琴平町老人保健特別会計歳入歳出
決算の認定について 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 4 号 
平成２２年度琴平町国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 5 号 
平成２２年度琴平町下水道特別会計歳入歳出決
算の認定について 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 6 号 
平成２２年度琴平町駐車場特別会計歳入歳出決
算の認定について 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 7 号 
平成２２年度琴平町介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 8 号 
平成２２年度琴平町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 9 号 
平成２２年度琴平町水道事業会計決算の認定に
ついて 

9 0 認 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 10 号 琴平町税条例の一部を改正する条例 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/6 

議案第 11 号 琴平町公共下水道条例の一部を改正する条例 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 12 号 
琴平町都市計画下水道事業受益者負担に関する
条例の一部を改正する条例 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 13 号 
琴平町急傾斜地崩壊防止対策事業分担金徴収条
例 

6 3 可 － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 9/16 

議案第 14 号 町道の路線認定について 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/6 

議案第 15 号 平成２３年度琴平町一般会計補正予算（第３号） 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16 

議案第 16 号 
平成２３年度琴平町学校給食特別会計補正予算
（第１号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 17 号 
平成２３年度琴平町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 18 号 
平成２３年度琴平町下水道特別会計補正予算
（第１号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 19 号 
平成２３年度琴平町駐車場特別会計補正予算
（第１号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 20 号 
平成２３年度琴平町介護保険特別会計補正予算
（第１号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 21 号 
平成２３年度琴平町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 22 号 
平成２３年度琴平町水道事業会計補正予算（第
１号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 23 号 
琴平町固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて 

9 0 同 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/6 

  
まんのう町外三ケ市町（十郷地区）山林組合議会
議員選挙 

〃 

発議第 1 号 議員の派遣について 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議長指名推薦 当選人 ３名  



 

 

編集後記  

琴平町議会だより 第4号   －10－   

議
会
の
本
会
議
・
各
委
員
会

は
、
原
則
と
し
て
傍
聴
で
き
ま

す
。
次
回
、
12

月
定
例
会
は
、
12

月
上
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。
詳
し

い
日
程
は
、
決
定
し
だ
い
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

（
傍
聴
希
望
者
が
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。
） 

会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て 

【議会だより編集会議 H23 年 9 月 16 日】 
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改
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の
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し
か
し
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紙
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の
都
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が
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を
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頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
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今
後
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、
皆
様
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ら
の
ご
指
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を
仰
ぎ
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よ
り
良
い
紙
面
作

り
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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8 月 11 日に 3 小学校の耐震工事の現場視察を行いました。現地では、議員 7 名、町執行部

6 名に対して、工事関係者より工事内容の説明を受けました。工事の概要は、琴平小学校が枠付

鉄筋ブレースによる補強、壁の増設及び増し打ち、柱炭素繊維巻補強、耐震スリットの工事と

なっております。榎井小学校は、枠付鉄筋ブレースに

よる補強、耐震スリット工事を行い、さらに車椅子対

応のエレベーター改修工事を予定しております。象郷

小学校は、枠付鉄筋ブレースによる補強、耐震スリッ

ト工事が行われております。 

 付帯工事として、榎井・象郷小学校の音楽室のアス

ベスト天井裏防音吹付材撤去工事が入っております。 

工事の竣工予定は琴平小学校が 11 月末、榎井・象郷小学校が 10 月末頃となっております。 

3 月 11 日に東日本大震災が発生し、南海、東南海地震の発生確率も 70%と文部科学省が発

表しております。町内の小・中学校の耐震化は今回の耐震工事によって全て、完了 

することになります。 

【現地視察 H23 年 8 月 11 日】 


